
　当園では、自分たちの住む志賀島の海が、
いつまでも青く輝き、海の生き物たちが豊
かに暮らしていけるように、体験型保育を
通して子どもたちとの環境学習を積極的に
進めています。
　その一環として平成11年度より、年長児
を中心に「地球探検隊」を作り活動していま
す。「地球探検隊」は隊員の証である腕章を
付け、地域でのごみや空き缶拾いを年５～
６回行っています。「地球探検隊」の活動は
子どもたちにしっかりと根付き、普段の生
活のなかでも、道路や浜辺でごみや空き缶
を見つけると必ず立ち止まって拾うという
習慣が身に付いています。
　平成16年度からは、給食から出る調理く
ずを堆肥にして土づくりをし、その土で野
菜を育てて給食で食すことによる食・農・環
境・命をつなぐ循環教育に取り組んでいま
す。これは「地球探検隊」の活動の一環とし
て、子どもたちが堆肥化容器に入れ、発酵さ
せ、堆肥づくりをします。
　運動会やお遊戯会では、ごみ問題やオゾ
ン層、食育など毎年環境をテーマにプログ
ラムを展開。昨年は「緑の地球を守ろう
よ！」というミュージカルに仕上げ、保護者
の前で環境学習の成果を発表しました。
　環境学習は園内にとどまらず、「ふたばっ
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こクラブ」という保護者を中心にした環境
委員会を立ち上げ、勉強会や浜辺のごみ拾
いなどの活動を実施しています。また、家庭
の食事から取り組んでもらえるように、保
護者に各家庭の献立表を提出してもらうな
ど、保護者も巻き込んだ環境教育を実施し
ています。




